
節薬バッグを活用した事業に協力のお願い

兵庫県薬剤師会では医療・ 介護サービスの提供体制改革のための在宅医療を推進する事業を行って

います。その事業の一環として患者宅にある残薬を再活用するための節薬バッグを利用した事業を行う

ことになり ました。

節薬バッグを残薬のある 患者に配布し 、節薬バッグに自宅等にある 残薬を入れて薬局へ持ってきて

いただき、患者に預り 票をお渡し医薬品の整理を行う 。その後に、医薬品を処方した医療機関に連絡提案して

使用できる医薬品を利用して処方の変更を相談するものです。

節薬バッグは事業に協力していただける薬局に無料で約100枚配布いたします。

協力薬局には節薬バッグを利用して医薬品の医療費の節約に寄与した金額を報告していただく 必要

があり ます。添付の残薬内容確認票・ 預り 票と 同じ形式の報告を薬剤師会ホームページの会員のページに

報告の様式を作成しており ますのでご活用願います。

患者さんに自宅等に残薬があるか確認

ある場合、患者に節薬バッグを渡し、趣旨を説明して薬を入れて持参してもらう 。

（ 残薬を持参する場合、薬袋があれば薬袋に入れたまま持参、お薬手帳も 持参）

残薬を節薬バッグに入れて持参

預り 票をお渡しするとき原因と 持参者等を記入する。

残薬内容確認票・ 預り 票に記入して預り 票を交付する。

薬局において、使用できる薬、できない薬、処分すべき薬など整理する。

使用できる場合 使用できない場合

使用できる 薬は処方元の医療機関に連絡して
使用できない薬、処分すべき薬につい

再使用の提案などを行う 。
ては説明し、了解を得る。

医療機関の了解が得られれば再使用して処方の

変更等をお願いする。

処方の変更で節減できた薬などについて

    兵庫県薬剤師会の下記専用フォームより報告する。

  【残薬整理事業報告専用フォーム】
   https://ws.formzu.net/dist/S4878019/


